
地球人モデル教室への取組 2020

地球人ネットワークinこまがね



➢ 2006年から活動
➢ 会員約167人（2020.3月末現在） 〈年会費500円〉
➢ 会則（やさしい日本語ver.）第2条（目的）
「言葉や宗教、国籍がちがっても、お互いの文化や個性を
大切にします。外国籍の人と日本人が、お互いにわかりあい、

なかよく暮らしやすい社会をつくります」

➢ 3つの活動

・日本語教室（週3回）… (火)午後、(水)夜、(土)午前

・交流事業…地域のイベントへの参加、花見、ハイキング、料理
教室、忘年会、ズンバなど

・生活情報学習…ごみの講座、保険のこと、冬の暖房など



いつもの日本語教室では 学習者の希望に応じて個別対応
（フリートーク、漢字、検定対策、介護の勉強など）

2021.2.13（土）の教室の様子



2020年、モデル教室に取り組んだ
■土曜クラスをモデル教室に

😃「期待！」 😟「ちょっぴり心配」

①日本語の先生が関わる
⇒より多くのボランティアが

気楽に参加できる
①学習者のレベル別対応が難しい

②ボランティアのスキルアップ
⇒交流員養成研修（7人が任意参加）

②学習者のニーズ・反応は？
⇒おしゃべりしたい、検定対策、漢字、介護の勉強等

③課題がある方がやりやすい

③地域とつながるイベント必要・居場所の役割
・「日本語教室だけじゃ意味がない」
・「覚えるだけじゃなく、知り合える場がほしい！」
⇒教室に参加しなくても

イベントには参加する会員も！



■(ボラ) 地域とつながるイベント「まち歩き」を企画
・多くの学習者が参加！地域の人と知り合い、地域を知る好機に！
・(CO) 「まち歩き」の前に「地域のイベント」をテーマに3回の教室を組み込む

■学習者のニーズに合っているか
・(CO、教師も参加！)ボランティアミーティング（月1回）で

モデル教室のふりかえり⇒課題・気持ちの共有
・(CO)毎回教室前後に打ち合わせとふりかえり⇒学習者とボラの状況把握
・(教師)  進行役、サポートしてくれる人（のイメージ）

■新型コロナ感染症流行対策⇒（最後2回）Zoomでの日本語教室

コーディネーター

楽しかった！



10/31まち歩きイベント

12/19年賀状を書こう！



〇日本語教師 + 地球人ボランティア + 毎回5人の交流員
（今回参加の交流員さんは、こんな方々でした） ↳（近隣市町村在住者）
・自分の地域の実習生を連れて参加した方
・地球人のボランティアに登録した方
・自分の地域でも日本語教室に参加している方
・数年前地球人のボランティア研修参加を機に、自分の地域で日本語教室を立ち上げた方

〇「交流員」の可能性：日本語教室、外国籍住民と知り合うきっかけに
→地域日本語教室 （参加・立ち上げ）
⇒地域の居場所・コミュニティが、あちこちに広がる

〇地球人が考える「地域のなかの日本語教室」とは…
・ 日本語教室 と 地域の居場所 が 両輪であること
・ 地域とつながる場であること 外国籍住民にとっても、日本人にとっても


